
い
つ
ま
で
も
元
気
で

生
き
て
い
た
い
。
そ
う

思
っ
て
、
毎
日
食
べ
て

体
を
だ
い
じ
に
し
て
う

ご
い
て
い
る
。
い
つ
ま

で
も
と
思
っ
て
も
、
わ
た
し
の
こ

の
体
は
、
幾
歳
ま
で
も
生
き
ら
れ

る
の
か
、
と
、
88
歳
ま
で
も
生
き

て
い
る
。
後
10
年
生
き
て
い
た
ら

98
歳
で
あ
る
。
今
日
は

10
月

18

日
、
88
歳
の
誕
生
日
、
あ
の
と
き
、

畑
の
空
を
見
て
、
わ
た
し
は
笑
っ

た
。
う
れ
し
か
っ
た
。
桜
の
花
が

咲
い
て
い
た
。
▼
毎
日
を
無
事
に

生
き
て
ゆ
こ
う
と
暮
ら
し
て
い
る
。

家
の
ポ
ス
ト
に
と
ど
く
新
聞
は
、

日
本
の
国
の
毎
日
が
く
わ
し
く
写

真
を
つ
け
て
ニ
ュ
ー
ス
さ
れ
て
い

る
。
▼
新
聞
に
は
、
も
う
日
本
の

国
が
戦
争
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

原
発
の
稼
働
の
被
害
は
人
が
生
き

ら
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基

地
の
大
被
害
、
沖
縄
の
人
た
ち
が
、

沖
縄
で
は
暮
ら
せ
な
い
不
安
の
状

況
、
日
本
に
は
無
事
が
な
い
と
新

聞
が
つ
た
え
て
い
る
。
▼
日
本
の

大
臣
た
ち
が
、
閣
議
で
戦
争
を
決

議
し
た
か
ら
だ
。
こ
ん
な
日
本
で

わ
た
し
は
生
き
つ
づ
け
る
。
体
を

だ
い
じ
に
、
元
気
を
つ
づ
け
る
。

（
山
野

孝
治

記
）

新しい仲間を
紹介します

仲間づくり

(10月26日現在)
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事務局
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11月15日(木)16日(金)
ジェフリーすずか

、

のみです

15日(木)13時～音楽療法「歌って元気になろう」
16日 (金 )13時～映画 ｢誰より金を愛す｣

今
年
の

ま
つ
り
は
、

音
楽
療
法

「
歌
っ
て

元
気
に
な

ろ
う
」
・

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ご
あ
い
さ
つ

サ
ー
ク
ル
「
み

ん
な
で
唄
う
会
」
の
リ
ー
ド
で
５

曲
を
一
緒
に
歌
い
ま
す
。
最
後
に

全
員
で
「
炭
坑
節
」
を
踊
り
ま
す
。

１
９
６
１
年
公
開
、
85
分

監
督
：
斉
藤
寅
次
郎
、
三
木

の
り
平
主
演
、
ト
ニ
ー
谷
、

浜
野
桂
子
出
演
で
す
。

「
唄
で
有
名
な
小
原
庄
助

さ
ん
の
十
八
代
目
庄
助
は
、

億
万
長
者
の
夢
実
現
に
会
津

磐
梯
山
を
後
に
し
て
兜
町
の

「
億
万
証
券
」
に
就
職
し
た
。

‥
‥
‥
‥
」
で
始
ま
る
喜
劇

で
す
。
日
本
的
な
喜
劇
で
楽

し
め
ま
す
。

簡
易
血
管
年
齢
測
定
（
先

着
20
人
、
３
０
０
円
）
足
趾
力･

骨
密
度
。

小
磯
た
か
子
さ
ん
の
指
導
で
作
品
づ

り
で
す
。

中
川
タ
キ
子
さ
ん
、
山
本

圭
子
さ
ん
の
指
導
で
、
今
年
は
、
自
作
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

元
気
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

音
楽
療
法
は
、

認
知
症
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
法
の
一
つ
。

音
楽
を
通
じ
て

脳
を
活
性
化
さ

せ
る
ば
か
り
で

な
く
、
気
持
ち

を
落
ち
着
か
せ

る
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
効
果
も

期
待
で
き
る
。

桐
生
さ
ん
は
、

２
年
ぶ
り
の
登

場
で
す
。

音
楽
療
法

歌
っ
て
元
気
に
な
ろ
う

音
楽
療
法

士
桐
生
小

百
合
さ
ん

の
指
導
で
、

全
身
で
歌

い
、
体
を

動
か
し
、

喜
劇
映
画

「
誰
よ
り
金
を
愛
す
」

喜
劇
映
画
「
誰
よ
り
金
を
愛
す
」
」

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
毎

年
行
っ
て
い
る
作
品
展
・
ゲ
ー
ム
・

バ
ザ
ー
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
年
金
、

介
護
相
談
も
行
い
ま
す
。
さ
ら
に

豪
華
賞
品
が
当
た
る
福
引
き
も
あ

り
ま
す
。
是
非
周
り
の
お
知
り
合

い
の
方
も
誘
っ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

ま
つ
り
実
行
委
員
長

健
康
チ
ェ
ッ
ク

折
り
紙

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

い
き
い
き
ま
つ
り
の
原
点
で
す
。

作
品
点
数
が
毎
年
減
っ
て
い
ま
す
が
、
初
出

品
を
は
じ
め
力
作
揃
い
で
す
。

誕
生
会
で
好
評
の
キ
ャ
ッ
プ
カ
ー

リ
ン
グ
、
大
人
気
の
パ
ン
食
い
競
争
、
景
品

付
き
、
大
い
に
競
っ
て
く
だ
さ
い
。

作
品
展

ゲ
ー
ム

２
日
と
も
、
受
け
付
け
で
、

抽
せ
ん
券
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
２
回

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
幸
運
を
祈
り
ま
す
。

福
引
き
大
会
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10
月
10
日
、
健
康
フ
ェ
ス
タ
、

40
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
申
込
用
紙
に
書
い
て
出
し
て

も
ら
っ
た
人
が
少
な
く
て
、
最
初

は
不
安
で
し
た
。
10
日
が
近
づ
く

と
多
く
の
人
に
声
を
か
け
て
も
ら

い
、
当
日
は
40
人
を
越
え
る
参
加

者
と
な
り
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

お
昼
は
カ
レ
ー
と
野
菜
サ
ラ
ダ
。

と
て
も
お
い
し
く
て
お
代
わ
り
を

し
ま
し
た
。
大
人
の
味
で
多
く
の

人
と
一
緒
に
食
べ
る
の
は
格
別
で

し
た
。

午
後
は
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
歌
と
お

し
ゃ
べ
り
。
私
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
参
加
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
最
後
は
宝
探
し
。
少
し
雨
が

降
り
出
し
ま
し
た
が
、
小
雨
だ
っ

た
の
で
無
事
閉
会
式
ま
で
行
い
ま

し
た
。カ

レ
ー
と
サ
ラ
ダ
を
用
意
し

て
く
だ
さ
っ
た
係
り
の
皆
さ
ん
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
と
て
も

楽
し
い
１
日
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

て
、
15
分
程
で
終
了
し
ま
し
た
。

余
り
に
も
短
い
時
間
だ
っ
た
の

で
、
思
わ
ず
隣
の
人
に
こ
れ
で
終

わ
り
で
す
か
？
と
訊
ね
た
く
ら
い

で
、
２
時
間
以
上
も
待
ち
こ
ん
な

短
時
間
の
為
に
、
毎
回
参
加
さ
れ

る
方
々
に
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。

そ
の
後
、
隣
接
す
る
ホ
テ
ル
で

報
告
集
会
を
開
き
、
16
時
頃
終
了

し
ま
し
た
が
、
意
見
書
の
中
に
、

『
憲
法

25
条
を
素
直
に
読
め
ば

「
生
存
権
」
と
は
最
低
限
度
の
生

活
の
保
障
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

他
の
人
々
と
対
等
の
十
分
な
生
活

を
保
障
す
る
生
活
権
、
そ
し
て

「
で
き
る
限
り
最
高
の
健
康
」
を

享
受
す
る
権
利
と
し
て
の
健
康
権

を
重
層
的
に
保
障
し
て
い
る
と
い

う
べ
き
で
す
。
』
と
あ
り
ま
し
た
。

年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
第
12

回
口
頭
弁
論
が
、
10
月
17
日
に
開

か
れ
、
名
古
屋
地
方
裁
判
所
に
行

き
ま
し
た
。
12
時

50
分
か
ら

30

分
程
、
裁
判
所
前
で
集
会
を
開
き
、

13
時
30
分
か
ら
傍
聴
券
（
70
人
）

を
得
る
為
百
人
程
が
14
時
か
ら
の

抽
選
を
待
ち
、
傍
聴
席
に
着
き
、

14
時
30
分
か
ら
開
廷
し
ま
し
た
。

原
告
代
理
人
（
弁
護
士
）
が
、

金
沢
大
学
名
誉
教
授
井
上
英
夫
先

生
作
成
の
意
見
書
「
人
権
と
し
て

の
社
会
保
障
・
年
金
の
意
義
と
司

法
の
課
題
」
（
50
頁
）
を
要
約
し

た
陳
述
書
４
ペ
ー
ジ
を
読
上
げ
、

裁
判
官
が
次
回
の
日
時
等
を
決
め

カ
レ
ー
と
軽
ス
ポ
ー
ツ

第
３
回
健
康
フ
ェ
ス
タ

25
条
は
生
存
権
健
康
権
を
保
障

第
12
回
年
金
引
き
下
げ
違
憲
裁
判

桑
原

篤

百人を超える報告集会 写真提供 辻井 良和

世
直
し
運
動
を
や
ろ
う

三
重
県
年
金
者
要
求
集
会

「
年
金
者
一
揆
」
を
「
三
重
県

年
金
者
要
求
集
会
」
と
名
前
を
変

え
た
催
し
が
、
10
月
18
日
に
、
津

市
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
で
、
70
人

（
鈴
鹿
支
部
か
ら
は
18
人
）
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

辻
井
良
和
委
員
長
の
挨
拶
―
戦

争
す
る
国
に
変
え
よ
う
と
し
て
、

９
条
「
改
憲
」
、
社
会
保
障
の
崩

壊
、
消
費
税
10
％
増
税
を
進
め
る

安
倍
内
閣
を
倒
す
た
め
、
要
求
実

現
運
動
と
政
治
変
革
運
動
が
結
び

つ
く
世
直
し
運
動
が
大
事
―
、
山

川
拳
さ
ん
の
津
軽
三
味
線
の
演
奏
、

藤
井
県
社
保
協
事
務
局
長
の
連
帯

挨
拶
、
寺
崎
書
記
長
の
基
調
報
告
、

年
金
引
き
下
げ
違
憲
裁
判
原
告
の

挨
拶
、
鬼
頭
副
委
員
長
の
同
裁
判

勝
利
決
議
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
か
ら
松
菱
前
折

り
返
し
、
お
城
西
公
園
前
ま
で
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
鈴
鹿
支
部
は
、

４
本
の
プ
ラ
カ
ー
ド
と
１
本
の
幟
、

桑
原
支
部
長
の
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
行
進
し
ま
し
た
。

勝
谷

鐵
幸

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

写
真
提
供

辻
井

良
和

昼
食
風
景

写
真
提
供

勝
谷

鐵
幸

プラカードを高く掲げて

写真提供 勝谷 鐵幸

澤
井

順
子
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九
条
の
会
事
務
局
長
で
東
京
大

学
教
授
の
小
森
陽
一
先
生
の
講
演

を
聴
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

自
民
党
日
本
国
憲
法
改
正
草
案

で
は
、
国
防
軍
の
保
持
と
、
自
国

民
の
救
出
な
ど
を
目
的
に
し
た
国

防
軍
の
海
外
派
遣
を
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
行
憲
法
下
に
お
い
て

も
、
事
実
上
の
国
防
軍
で
あ
る
自

衛
隊
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
し
か

９
月
27
、
28
日
、
東
京
全
労
連

会
館
に
て
開
催
さ
れ
、
47
都
道
府

県
か
ら
の
全
員
参
加
は
初
め
て
で
、

総
勢
１
３
６
名
の
参
加
で
し
た
。

私
は
初
め
て
の
参
加
で
、
少
し
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
２
日

間
は
、
中
身
の
濃
い
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、
良
い

刺
激
を
受
け
、
宿
題
も
頂
い
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

し
、
あ
く
ま
で
「
戦
力
を
保
持
し

な
い
」
は
ず
で
あ
る
た
め
、
自
衛

隊
は
、
現
行
憲
法
と
の
つ
じ
つ
ま

を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
様
々
な
解

釈
を
用
い
て
合
憲
性
を
確
保
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
改
正
案
で
自
衛
隊

の
地
位
を
「
国
防
軍
」
と
し
て
明

確
に
す
る
こ
と
で
、
有
事
に
備
え

た
体
制
整
備
が
促
進
さ
れ
た
り
、

よ
り
厳
格
な
軍
法
を
制
定
で
き
た

り
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
大
変
危
険
な
も
の
で
あ

り
、
承
認
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
改
憲
発
議
を
許
さ
な
い

た
め
だ
け
で
な
く
、
「
安
倍
政
治

ス
ト
ッ
プ
」
の
た
め
に
も
、
３
０

０
０
万
署
名
が
大
事
だ
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

各
分
散
会
や
地
域
交
流
会
で
は
、

女
性
部
は
専
門
部
会
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
女
性
は
、

食
べ
る
こ
と
も
、
お
し
ゃ
べ
り
も

大
好
き
で
元
気
で
す
。
で
も
、
そ

の
一
方
で
、
女
性
は
長
生
き
、
低

年
金
な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
問

題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
「
動

け
ば
変
わ
る
、
動
け
ば
増
え
る
、

や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
大
阪
支

部
の
合
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、

組
合
員
を
増
や
し
、
女
性
部
を
よ

り
充
実
さ
せ
、
女
性
の
パ
ワ
ー
で
、

皆
様
と
一
緒
に
出
来
る
こ
と
か
ら

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
そ
し
て
、
弱

点
も
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ま
し
ょ
う
！

女
性
な
ら
で
は
の
強
さ
を
大
き
な

力
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

動
け
ば
変
わ
る
、
増
え
る

第
７
回
全
国
女
性
代
表
者
会
議

田
中

美
代
子

輝
く
民
主
社
会
を
決
議

台
風
一
過
、
雲
一
つ
な
い
秋
晴

れ
、
送
迎
バ
ス
に
て
、
27
名
参
加
。

十
時
に
は
他
地
区
も
揃
い
、
大
会

を
開
始
。

実
行
委
員
長
辻
井
良
和
さ
ん
の

挨
拶
、
安
倍
内
閣
の
政
治
は
、
戦

争
と
金
持
ち
作
り
の
た
め
の
政
治
、

医
療
・
介
護
の
掛
け
金
を
引
き
上

げ
、
年
金
を
減
ら
し
、
医
療
費
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
料
を
引
き
上
げ
、

高
齢
者
に
生
き
辛
さ
を
押
し
つ
け

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
安
心
し
て

生
活
で
き
る
暮
ら
し
を
取
り
返
し

ま
し
ょ
う
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
基
調
報
告
、
各
地

域
の
活
動
報
告
ー
鈴
鹿
支
部
は
女

性
部
の
活
動
ー
報
告
は
三
林
保
子
、

壇
上
で
、
表
題
紙
掲
示
は
、
太
田

和
美
さ
ん
、
豊
留
和
子
さ
ん
、
矢

板
橋
充
子
さ
ん
ー
い
な
べ
支
部
の

落
語
等
が
あ
り
、
午
後
か
ら
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
所
長
鈴
木
孝
昌
氏
の

記
念
講
演
「
お
一
人
様
社
会
と
終

活
」
が
あ
り
、
「
医
療
」
「
介
護
」

「
終
焉
」
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
、

手
伝
っ
て
い
た
だ
く
の
が
「
権
利

擁
護
支
援
」
で
す
。
権
利
擁
護
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
、
幸
福

観
に
基
づ
い
て
、
自
己
補
償
、
本

人
は
何
を
し
た
い
の
か
、
ど
こ
で

暮
ら
し
た
い
の
か
等
話
し
合
っ
て

一
番
大
切
な
憲
法
13
条
「
幸
福
追

求
権
」
の
支
援
を
す
る
の
で
す
。

解
り
や
す
く
楽
し
い
話
で
し
た
。

最
後
に
、
大
会
決
議
で
、
今
こ

そ
私
達
一
人
ひ
と
り
が
主
権
者
と

し
て
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
保
障
す
る
、
民
主
主

義
の
輝
く
社
会
を
作
ろ
う
と
、
満

場
一
致
で
決
議
し
て
終
了
し
ま
し

た
。

第
14
回
県
高
齢
者
大
会

三
林

保
子

提供 山野 孝治

右

実
行
委
員
長
挨
拶
の
全
体
会
場

下

鈴
鹿
支
部
女
性
部
活
動
報
告

写
真
提
供

勝
谷

鐵
幸



今
年
の
行
事
の
中
で
は
２
番
目

に
多
い
14
人
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
ワ
イ
ワ
イ
キ
ャ
ッ
キ
ャ
の

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

犬
山
城
は
現
存
天
守
閣
の
な
か

で
も
っ
と
も
歴
史
が
古
く
築
城
は

五
百
年
ほ
ど
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と

さ
れ
ま
す
。
戦
災
な
ど
幾
多
の
試

練
を
か
い
く
ぐ
っ
て
今
の
時
代
に

創
建
当
時
の
ま
ま
の
姿
が
残
る
の

は
奇
跡
的
で
す
ね
。

城
内
の
急
な
階
段
を
上
り
詰
め

る
と
雄
大
な
木
曽
川
の
流
れ
と
と

も
に
紅
葉
の
始
ま
っ
た
絶
景
が
目

に
飛
び
込
ん
で
き
て
「
わ
あ
、
き

れ
い
！
」
「
階
段
は
足
が
痛
か
っ

た
ね
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
旧
城
下
町
は
古
い
町
並
み
も

保
存
さ
れ
て
い
て
往
時
の
暮
ら
し

を
し
の
び
つ
つ
散
策
を
楽
し
み
ま

し
た
。

史
跡
め
ぐ
り
の
会
で
は
今
年
大

垣
城
に
も
行
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
名
も
な
い
ひ
な
び
た
城
跡
に
も

足
を
運
ん
で
み
た
い
で
す
。

10
月
23
日
（
火
）
14
名
参
加
。

全
国
で
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い

る
五
つ
の
お
城
の
う
ち
の
一
つ
、

愛
知
県
、
犬
山
城
を
訪
ね
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
空
模
様
が
心
配
で
し
た

が
、
さ
わ
や
か
な
空
気
に
つ
つ
ま

れ
な
が
ら
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
一
日

を
満
喫
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
短
信

11
月
の
案
内

11
月
は
、
27
日
（
火
）
午
後
１

時

30
分
か
ら
ジ
エ
フ
リ
鈴
鹿
で
会

合
。
12
月
４
日
（
火
）
湯
の
山
、

希
望
荘
で
日
帰
り
忘
年
会
。
午
前

９
時
半
集
合
。
ま
だ
、
参
加
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
（
谷
口
ま
で
）

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
谷
口

茂

記
）

グランドゴルフの皆さん
写真提供 松田 二郎

ト
ラ
ベ
ル
の
会

（４）第２６０号 き ら ら ２０１８．１０．２６

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
に
な
っ

た

10
月

17
日
に
、
男
５
名
女

14

名
の
19
名
が
、
四
日
市
の
ユ
ー
ユ
ー

カ
イ
カ
ン
の
屋
外
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
で
、
３
ゲ
ー
ム
を
行
い

ま
し
た
。

優
勝
は
３
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
68

で
豊
留
正
利
さ
ん
で
し
た
。
ブ
ー

ビ
ー
賞
は
松
村
美
津
代
さ
ん
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
は
、
桑
原
篤
さ
ん
、

佐
藤
元
教
さ
ん
、
豊
留
正
利
さ
ん
、

服
部
す
み
さ
ん
、
樋
口
勇
さ
ん
、

山
際
節
子
さ
ん
と
松
田
二
郎
が
各

１
回
の
合
計
７
回
で
し
た
。
ユ
ー

ユ
ー
カ
イ
カ
ン
さ
ん
か
ら
、
上
位

３
位
と
ブ
ー
ビ
ー
賞
、
そ
れ
と
ホ
ー

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ユ
ー
ユ
ー
カ
イ
カ
ン
で

賑
や
か
に
楽
し
む

ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
賞
品
を
沢
山
頂

き
ま
し
た
。

今
回
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
、

昼
食
会
と
温
泉
、
そ
れ
に
観
劇
で
、

お
お
ぜ
い
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

い
賑
や
か
で
楽
し
い
１
日
に
な
り

ま
し
た
。

次
回
は
、
11
月
21
日
（
水
）
９

時
か
ら
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
す
。

雨
天
の
時
は
、
23
日
（
金
）
が
祝

日
の
た
め
22
日
（
木
）
に
変
更
し

ま
す
。

（
松
田
二
郎

記
）

11
月
の
案
内

実
施
日

11
月
29
日
（
火
）
13
時

30
分
～
16
時

※
11
月
は
火
曜
日
に
な
り
ま
し
た
。

間
違
え
な
い
で
ね
！

場

所

白
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
２
Ｆ

ホ
ー
ル

用
意
す
る
も
の

上
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
。
球
、
ラ
ケ
ッ
ト
は
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

（
桑
原

篤

記
）

10
月

19
日
（
金
）
第

50
回
卓

球
サ
ー
ク
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

７
名
の
参
加
で
し
た
。

い
つ
も
の
練
習
を
行
い
、
そ
の

後
、
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
の
前
陣
で
、

一
番
高
い
打
点
で
打
つ
練
習
と
少

し
下
が
っ
て
、
落
ち
て
く
る
ボ
ー

ル
を
打
つ
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

臨
機
応
変
に
ど
ん
な
ボ
ー
ル
が
き

て
も
き
ち
ん
と
返
す
こ
と
が
で
き

つ
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
は
、
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
を
し

ま
し
た
。

11
月
は
休
み
ま
す
。

（
澤
井

順
子

記
）

卓
球
を
楽
し
も
う

史
跡
め
ぐ
り
の
会

さ

頭
の

店

【
問
題
】
熟
語
・
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
を
読
み
、
□
に
言
葉
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

西
条
八
十

本
居
宣
長

種
田
山
頭
火

十
返
舎
一
九

泉
鏡
花

し

お
さ
い

て
ん
じ
ょ
う

え
し
ゃ
く

ま
じ
め

も
ず

□
□
（
し
ぜ

ん
）
の
中
で
□
□
（
ど
う
し
ん
）
に
か
え
る

□
□
（
す
ん
か
）
を
□

（
お
）
し
ん
で
□
□
（
は
た
ら
）
く

□
□
（
も
く
れ
い
）
で
□
（
か

る
）
く
□
□
（
あ
い
さ
つ
）
し
た

□
□
（
こ
う
じ
）
の
□
□
（
じ
っ

た
い
）
を
□
□
（
ち
ょ
う
さ
）
す
る

【
答
え
】

さ
い
じ
ょ
う
や
そ

も
と
お
り
の
り
な
が

た
ね
だ
さ
ん
と
う
か

じ
っ

ぺ
ん
し
ゃ
い
っ
く

い
ず
み
き
ょ
う
か

潮
騒

天
井

会
釈

真
面

目

百
舌

自
然

童
心

寸
暇

惜

働

目
礼
（
黙
礼
は
別
つ
の

意
味
）

軽

挨
拶

工
事

実
態

調
査

（
太
田

和
美

記
）

参
考
資
料
「
熟
語
、
こ
と
わ
ざ
思
い

出
し
テ
ス
ト
」
（
コ
ス
モ
21
発
行
）

国宝犬山城 写真提供 谷口 茂



目
前
に
広
が
る
中
で
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
。
13
時
下
山
開
始
、
15
時
40
分

駐
車
場
に
帰
着
。
こ
の
秋
は
不
順

な
天
候
が
続
き
久
々
の
山
行
で
運

動
不
足
の
体
に
は
活
動
時
間
７
時

間
は
多
少
ハ
ー
ド
で
し
た
が
色
付

き
始
め
た
紅
葉
も
楽
し
め
て
楽
し

い
一
日
で
し
た
。

11
月
は

14
日
と

28
日
で
す
。

10
時
～
12
時
、

社
福
セ
ン
タ
ー
。

（
宮
﨑

ヨ
シ
子

記
）

10
月
の
例
会
は
、
４
日
、
10
人

の
出
席
で
し
た
。

内
容
は
、
Ｍ
さ
ん
か
ら
提
供
さ

れ
た
資
料
を
参
考
に
、
「
音
読
」

と
は
何
か
、
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ

た
の
か
、
音
読
の
コ
ツ
、
脳
に
与

え
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
し
た
。

後
半
は
、
鈴
鹿
の
昔
話
、
「
伊

勢
型
紙
の
由
来
」
、
「
竜
ヶ
池
」

「
夜
泣
き
松
」
「
定
五
郎
橋
の
由

来
」
の
４
話
を
朗
読
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
11
月
１
日
（
木
）
10

琵
琶
湖
の
西
岸
に
連
な
る
比
良

山
地
に
位
置
す
る
武
奈
ヶ
岳
は
、

美
し
い
山
容
と
展
望
の
良
さ
か
ら

人
気
の
山
で
す
。

10
月

18
日
（
木
）
参
加
者

13

名
。
鈴
鹿
６
時
出
発
。
８
時
20
分

駐
車
場
着
。
名
王
院
前
の
清
流
と

赤
い
橋
と
モ
ミ
ジ
の
下
よ
り
登
山

開
始
。
い
き
な
り
急
登
が
続
き
、

今
年
の
９
月
の
台
風
の
直
撃
被
害

で
大
木
が
な
ぎ
倒
さ
れ
て
登
山
道

を
塞
い
で
お
り
、
倒
木
を
跨
い
だ

り
潜
っ
た
り
で
ま
る
で
障
害
物
競

争
の
有
様
で
し
た
。

急
登
を
過
ぎ
る
と
ブ
ナ
、
楢
、

栗
、
等
の
自
然
林
の
林
に
入
り
少

し
紅
葉
の
始
ま
っ
た
森
の
中
を
快

調
に
進
み
、
11
時

30
分
御
殿
山

（
１
０
９
７
ｍ
）
に
到
着
。
こ
こ

か
ら
は
な
だ
ら
か
に
伸
び
た
西
南

陵
の
先
に
は
武
奈
ヶ
岳
が
か
な
た

に
望
め
ま
す
。
青
空
の
元
、
紅
葉

も
見
頃
で
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
し

た
。
西
に
京
都
の
山
並
み
と
東
に

琵
琶
湖
を
眺
め
て
の
稜
線
歩
き
で

12
時
20
分
武
奈
ヶ
岳
山
頂
に
到
着
。

山
頂
か
ら
は
北
比
良
の
山
並
み

と
竹
生
島
や
伊
吹
山
等
が
一
望
で

き
ま
し
た
。

丁
度
始
ま
っ
た
錦
秋
の
山
々
が

武
奈
ヶ
岳

10
月
例
会

山
歩
会

（
１
２
１
４

（５） 第２６０号 き ら ら ２０１８．１０．２６

10
月
10
日
は
、
健
康
フ
ェ
ス
タ

に
合
流
し
て
行
い
、
10
月
24
日
は
、

例
会
と
し
て
行
い
、
９
人
で
し
た
。

11
月
は
、
11
月
14
日
、
28
日
、

13
時
～
15
時

社
福
セ
ン
タ
ー
で

す
。

（
澤
井

順
子

記
）

10
月
の
例
会
を
22
日
に
行
い
ま

音
読
の
会

サ
ー
ク
ル
短
信

女
性
部
サ
ー
ク
ル

10
月
12
日
、
ジ
ェ
フ
り
ー
に
て
、

行
い
ま
し
た
。
２
組
の
分
か
れ
て
、

１
組
は
、
紙
箱
作
り
、
も
う
一
組

は
、
以
前
か
ら
声
が
出
て
い
た

「
麻
雀
」
を
行
い
ま
し
た
。
両
方

共
、
頭
、
手
を
使
い
、
脳
ト
レ
に

な
っ
て
良
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。11

月
は
、
10
日
（
土
）
13
時
30

分
か
ら
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
で

す
。
脳
ト
レ
、
麻
雀
、
お
し
ゃ
べ

り
、
何
で
も
有
り
の
カ
フ
ェ
で
す
。

男
女
関
係
な
く
、
興
味
の
あ
る
方

は
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

（
中
川

美
代
子

記
）

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

み
ん
な
で
唄
う
会

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

布
あ
そ
び
の
会

11
月
例
会
は
「
御
池
岳
」
登
山

で
す
。
難
度
★

脚
力
★
★
、
11

月
８
日
（
木
）
歩
行
時
間
約
６
時

間
、
集
合
午
前
７
時
、
集
合
場
所

鈴
鹿
川
河
川
敷
、
出
欠
連
絡
は
岡

本
美
千
子
、
前
田
純
ま
で
。

次
回
の
登
山
は

11

月

17

日

（
土
）
繖
山
で
す
。
詳
細
は
別
途

き
ぬ
が
さ
や
ま

ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

（
前
田

純

記
）

時
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
研
修
室

Ａ
で
す
。
（
太
田

和
美

記
）

ょっと勉強
ち

年金積立金とその運用

年
金
積
立
金
は
、
厚
生
年
金
と
国
民
年
金

の
保
険
料
の
う
ち
年
金
の
支
払
い
に
充
て
ら

れ
た
残
り
の
部
分
で
、
積
立
金
と
し
て
積
み

立
て
ら
れ
た
資
金
の
こ
と
で
す
。
（
知
恵
蔵
）

そ
の
積
立
金
を
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独

立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｆ
）
が
、
外
国
株
式

25
％

外
国
債
券

15
％

国
内
株
式

25
％

国
内
債
券

35
％
と
い
う
資
産
構
成
割
合

（
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）
で
運
用
し
て
い

ま
す
。

２
０
１
７
年
度
の
収
支
決
算
を
発
表
し
、

厚
生
年
金
と
国
民
年
金
を
合
わ
せ
た
積
立
金

は
、
時
価
ベ
ー
ス
で
前
年
度
と
比
べ
て
10
兆
６

９
５
７
億
円
増
え
、
１
６
４
兆
１
２
４
５
億
円

で
し
た
。

国
民
の
財
産
で
あ
る
年
金
積
立
金
を
投
機
的

な
株
式
で
、
そ
の
運
用
割
合
を
大
き
く
し
て
運

用
す
る
の
は
問
題
外
で
あ
る
、
と
の
強
い
批
判

に
、
政
府
は
、
市
場
運
用
開
始
（
２
０
０
１
年
）

以
来
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

時
期
を
含
め
て
も
、
平
均
収
益
率
は
年
率
＋
３
・

18
％
、
累
積
収
益
額
は
＋
66
・
１
兆
円
と
な
っ

て
い
る
、
安
全
だ
と
う
そ
ぶ
い
て
い
ま
す
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

10
月
10
日
の
『
健
康
フ
エ
ス
タ
』

で
行
い
ま
し
た
。
天
気
が
気
に
な

り
な
が
ら
も
、
み
ん
な
で
楽
し
く

出
来
ま
し
た
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と

は
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

そ
れ
が
、
脳
の
刺
激
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
み

な
が
ら
、
介
護
予
防
（
転
倒
予
防
・

認
知
機
能
向
上
）
を
目
指
し
て

頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

10
月

27
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
に
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
食

の
工
房
で
集
ま
り
ま
す
。

計
画
は
、
佐
藤
晴
衣
さ
ん
の
ご

主
人
の
作
っ
た
さ
つ
ま
芋
で
、
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を
、
大
野
尚
美
さ

ん
が
生
田
静
子
さ
ん
宅
の
ム
カ
ゴ

を
貰
っ
た
の
で
、
ム
カ
ゴ
ご
飯
の

お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

食
べ
な
が
ら
「
回
想
法
」
や
キ
ャ
ッ

プ
で
の
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
（
た
ん
ぽ

ぽ
さ
ん
の
提
供
）
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
組
織
の
高
齢
者
サ
ー
ク
ル

の
た
く
ま
し
さ
を
、
一
度
覗
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
辻
井

豊
子

記
）

し
た
。
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改

築
に
よ
り
、
11
月
、
12
月
は
、
例

会
を
休
み
に
し
ま
す
。

（
佐
藤

晴
衣

記
）

八
十
路
の
会
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き
ら
ら
文
芸

藤
井
美
知
子

た
ま
に
来
る
娘
に
言
わ
れ
背
筋
立
て
帰
っ
て
つ
か
の
間
ま
た
丸
く
な
り

暑
い
日
に
お
世
話
に
な
り
し
扇
風
機
秋
風
し
み
て
邪
魔
扱
い
に

俳
句

朝
露
を
落
と
し
草
刈
る
鎌
の
音

川
村
米
子

忘
れ
花
季
節
は
づ
れ
に
色
を
そ
へ

一
夜
城
堀
に
満
開
彼
岸
花

東
口
正
男

か
ま
き
り
に
笊
か
ぶ
せ
を
く
帰
る
子
に

心
ま
で
濡
れ
よ
と
萩
の
雫
落
つ

三
林
保
子

ふ
り
む
け
ば
我
の
背
を
追
ふ
夕
月
夜

ゆ

う

づ

く

よ

大
風
を
の
り
こ
え
秋
の
実
り
か
な

山
中
幹
雄

名
月
や
芋
を
お
く
れ
と
子
ら
の
声

川
柳

自
動
車
も
建
築
お
前
も
贋
（
に
せ
）
デ
ー
タ

余
志
嘉
壽

消
費
税
上
げ
ず
企
業
の
溜
（
た
め
）
を
出
せ

わ

た

し

と

憲

法金
子

堅
二

憲
法
と
い
え
ば
、
先
ず
９
条
で

す
。
60
年
程
前
、
小
学
校
の
先
生

か
ら
、
日
本
は
憲
法
９
条
が
あ
る

か
ら
、
昔
の
よ
う
に
「
戦
争
を
す

る
事
が
出
来
な
い
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
皆
ん
な
平
和
に
学
校
に
も
来

れ
る
し
、
安
心
し
て
生
活
が
出
来

る
ん
で
す
よ
。
」
た
だ
、
他
国
が

日
本
を
攻
め
て
来
た
と
き
だ
け
自

衛
隊
が
日
本
を
守
る
事
だ
け
は
許

さ
れ
る
ん
で
す
よ
。
」
と
聞
か
さ

れ
、
60
年
経
っ
た
今
も
同
じ
は
ず

が
、
こ
こ
数
年
で
政
府
は
、
９
条

を
ね
じ
曲
げ
、
ア
メ
リ
カ
と
共
に

戦
争
に
加
担
し
て
い
る
様
な
動
き

を
し
、
さ
ら
に
は
、
改
憲
を
し
、

戦
争
を
出
来
る
国
に
し
よ
う
と
し

の
切
れ
目
が
縁
の
切
れ
目
で
、
経

済
援
助
を
さ
せ
る
だ
け
さ
せ
、
そ

れ
が
終
わ
れ
ば
ア
ジ
ア
か
ら
も
孤

立
す
る
様
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
日
本
は
、
ま
だ
自
由
に

書
け
る
、
読
め
る
国
で
あ
る
こ
と

て
い
ま
す
。

私
は
子
供
の
時
か
ら
、
非
武
装

中
立
が
良
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

武
器
を
持
っ
て
い
な
い
者
に
、
銃

は
向
け
な
い
。
武
力
よ
り
も
対
話

に
勝
る
も
の
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

幸
い
、
今
日
南
北
（
韓
国
、
北

朝
鮮
）
対
話
、
米
朝
対
話
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
大
変
嬉
し
い
こ
と

で
、
将
来
非
武
装
に
繋
が
る
大
き

な
一
歩
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
た
だ
非
武
装
と
い
っ
て
も
国
内

で
ク
ー
デ
タ
ー
を
防
ぐ
た
め
の
装

備
は
保
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
）

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
日
本

だ
け
が
対
話
の
道
を
自
ら
閉
ざ
し

て
い
る
様
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
追
随
で
自

国
の
主
張
も
せ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
か
ら
は
日
本
は
孤
立
し
、
ア

ジ
ア
か
ら
も
今
は
私
達
の
血
税
を

無
造
作
に
バ
ラ
マ
キ
続
け
て
い
る

の
で
、
う
ま
く
友
好
国
の
様
に
振

る
舞
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
金

お
元
気
で
す
か

組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
159
回

定
永

陽
子
さ
ん

彼
女
は
、
ま
だ
現
役
で
働
い

て
い
ま
す
。
施
設
の
給
食
の
仕

事
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

が
い
て
、
そ
れ
に
対
応
し
な
が

ら
大
変
な
仕
事
で
も
あ
る
が
、

や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
だ
そ
う
で

す
。
今
は
名
古
屋
勤
務
で
、
少
し

遠
い
の
が
ち
ょ
っ
と
難
か
な
？
先

日
の
健
康
フ
ェ
ス
タ
の
料
理
も
手

伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
流
石

手
早
く
て
上
手
で
す
。

今
は
91
歳
に
な
る
母
親
と
同
居

し
て
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
お

母
さ
ん
で
、
一
人
で
何
で
も
出
来

る
そ
う
で
す
。
た
ま
に
は
、
旅
行

や
食
事
に
連
れ
て
行
き
、
大
事
に

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
一
番
の
楽
し
み
は
、
二
人
の

孫
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
三
人
も
い

る
の
で
、
彼
女
の
こ
と
は
「
陽
ち
ゃ

ん
」
と
友
達
の
よ
う
に
呼
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。
三
歳
に
な
り
何
で

も
話
が
で
き
、
大
人
顔
負
け
に
話

を
す
る
そ
う
で
す
。
聞
い
て
い
る

私
も
思
わ
ず
頬
が
ゆ
る
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。

定
永
さ
ん
も
出
来
る
だ
け
、
年

金
者
組
合
の
行
事
に
合
わ
せ
、
休

み
を
取
っ
て
く
れ
て
、
手
足
と
な
っ

て
手
伝
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
期
待
の
出
来
る
人
だ
と

筆
者
は
喜
ん
で
い
ま
す
。

文

三
林

保
子

写
真

勝
谷

鐵
幸

短
歌

は
喜
び
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
で
、

個
人
が
自
由
に
語
る
、
聞
く
、
見

る
、
知
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
た
だ
、
最
近
そ
の

権
利
を
脅
か
す
動
き
が
少
し
ず
つ

見
え
て
き
て
い
ま
す
。
当
然
の
権

利
を
永
遠
に
守
ら
れ
る
よ
う
に
運

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

戦
前
、
父
が
船
員
を
し
て
お
り
、

欧
米
で
は
す
で
に
自
動
車
が
走
っ

て
い
る
が
、
日
本
は
ま
だ
荷
車
の

時
代
で
、
「
そ
ん
な
日
本
が
戦
争

に
勝
て
る
わ
け
が
な
い
。
」
と
町

内
の
寄
り
合
い
で
発
言
し
た
と
き
、

隣
人
か
ら
「
そ
ん
な
こ
と
を
言
う

と
憲
兵
に
し
ょ
っ
引
か
れ
る
ぞ
。
」

と
た
し
な
め
ら
れ
た
こ
と
を
父
か

ら
聞
か
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

そ
ん
な
暗
黒
な
時
代
に
二
度
と
戻

ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に

は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
日
本
国
憲

法
を
変
え
よ
う
と
す
る
動
き
に
騙

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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第
７
回
全
国
女
性
部
の
会
議
が
、
９
月

27
、
28
日
に
、
東
京
全
労
連
会
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
講
演
「
憲
法
と
私
達
」
小

森
陽
一
さ
ん
（
九
条
の
会
事
務
局
長
）
、

安
倍
政
権
、
沖
縄
辺
野
古
問
題
、
自
衛
隊
、

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
!!
，
３
０
０
０
万
署

名
で
阻
止
と
打
倒
、
の
女
性
に
も
分
か
り

易
い
講
演
で
し
た
。

分
散
会
で
は
、
「
女
性
部
を
作
り
た
い

け
ど
、
作
っ
た
け
ど
」
支
部
よ
り
資
料
と

「
き
ら
ら
」
が
送
っ
て
も
ら
っ
て
あ
り
ま

「布
あ
そ
び
の
会
」を
報
告

第
７
回
全
国
女
性
代
表
者
会
議

佐
藤

晴
衣

し
た
の
で
、
女
性
部
サ
ー
ク
ル
「
布
あ

そ
び
の
会
」
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

夜
は
、
夕
食
を
取
り
な
が
ら
、
歌
あ

り
、
お
ど
り
あ
り
、
埼
玉
県
の
皆
さ
ん

の
長
生
き
サ
ン
バ
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
地
域
別
交
流
会
、
昼
を

は
さ
み
、
分
散
会
の
決
意
発
言
、
女
性

の
パ
ワ
ー
で
、
台
風
を
つ
い
て
の
強
行

で
し
た
が
、
気
持
ち
も
晴
れ
、
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

女
性
部
恒
例

『望
年
会
』

女
性
部
恒
例
の
『
望
年
会
』
を

今
年
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

12
月

10
日
（
月
）
11
時
～

14

時

椿
会
館
。
送
迎
バ
ス
も
頼
ん

特集 健康フェスタ

10
月

10
日
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
て
、
健

康
フ
ェ
ス
タ
が
あ
り
ま
し
た
。
美
味
し
い
カ
レ
ー
、

サ
ラ
ダ
を
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
私
達
は
、
「
お
し
ゃ
べ
り
・
み
ん
な
で

唄
お
う
」
を
行
い
ま
し
た
。

脳
ト
レ
の
た
め
、
音
楽
ク
イ
ズ
、
童
謡
、
懐

メ
ロ
等
を
や
っ
て
い
る
と
、
小
雨
が
降
っ
て
き

た
の
で
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
方
達
も
み
え
て
、

ワ
イ
ワ
イ
が
や
が
や
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
お
菓

子
付
き
の
魅
力
が
あ
っ
た
の
か
な
？
初
め
て
の

参
加
の
方
も
あ
り
、
来
年
も
よ
ろ
し
く
と
言
っ

て
帰
宅
し
ま
し
た
。

音
楽
ク
イ
ズ
、童
謡
、懐
メ
ロ

樋
口

み
え
子

野
外
で
の
「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
」
は
、
気

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

田
中

美
代
子

お
天
気
が
気
に
な
る
中
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

で
し
た
が
、
足
や
腰
に
弱
点
を
持
つ
方
が
多
く
、

５
人
で
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

池
を
見
て
鳥
の
様
子
や
松
の
木
の
曲
が
り
具

合
な
ど
を
話
題
に
し
て
、
何
と
か
休
み
無
く
、

２
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を

43
分
か
け
て

終
点
ま
で
歩
け
ま
し
た
。
痛
む
人
も
な
く
み
ん

な
歩
け
た
と
歓
び
合
い
ま
し
た
。

足
腰
か
ば
っ
て
完
歩

辻
井

良
和

絵
手
紙

提
供

藤
本

明
子

持
ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。

き
れ
い
な
空
気
と
緑
の
中
で
ブ
ル
シ
ー
ト
を

広
げ
て
、
少
し
滑
り
な
が
ら
も

１
・
２
・
３
・
・
・

と
マ
ス
の
上
下
や
右
左
に
動
き
、
数
を
逆
に
数

え
な
が
ら
頭
や
体
に
も
刺
激
が
い
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

参
加
者
の
方
々
も
、
笑
い
、
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

お
や
つ
の
水
分
補
給
で
、
お
し
ゃ
べ
り
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。

皆
様
も
『
健
康
寿
命
』
を
、
少
し
で
も
延
ば

す
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

元
気
に
楽
し
む

松
田

二
郎

今
年
も
恒
例
の
健
康
フ
ェ
ス
ク
が
10
月
10
日
に

あ
り
、
曇
り
空
の
下
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
は

23
名

が
参
加
し
て
、
２
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
途
中

少
し
雨
が
降
る
中
、
元
気
に
楽
し
み
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
１
か
ら

10
位
の
人
達
が
賞
品
を

も
ら
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
５
位
ま
で
は
次
の
方
々

で
す
。
１
位

松
田
房
子
さ
ん
、
２
位

佐
藤
元

教
さ
ん
、
３
位

樋
口

勇
さ
ん
、
４
位

豊
留

和
子
さ
ん
、
５
位

辻
喜
久
恵
さ
ん
。

又
来
年
も
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 10月 31日(水）

県女性部役員会（みえ労連

会館２Ｆ）

11月８日（木）
支部女性部世話役会

12月 10日（月）11時 30分
忘年会 椿会館 送迎バス
10時 水道局(ｻｰｷｯﾄ沿い）

10時 20分 文化会館

女性部の予定

で
あ
り
ま
す
。
27
名

乗
り
で
す
。

サ
ー
キ
ッ
ト
道
路
沿

い
水
道
局
（
10
時
）
・

文
化
会
館
（
10

時

20
分
）
で
乗
車
で
き

ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

次
号
の
き
ら
ら
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
定
に
入
れ
て
お
い

て
下
さ
い
。
沢
山
の

方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
田
中

美
代
子

記
）
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おから１袋 干し椎茸小５個（前日につけて

おく） 油アゲ１枚 人参小１本 ちくわ１袋 キュー

リ１本 玉ねぎ1/2個（スライス） 砂糖 しょう油

マヨネーズ少々 はちみつ少々 洋がらし少々

①フライパンにおからを入れ、カラカラに

なるまで水分を飛ばす。

②椎茸、人参、アゲ、ちくわを細かく刻む。椎茸の戻

し汁に、砂糖、しょう油、その他の材料を入れ、し

ばらく煮込む。

③味がととのったら、あついうちに、おからを入れ、

早くまぜる。キューリの薄切り、玉ねぎのスライス

を入れる。

④はちみつと洋がらし、マヨネーズを入れて、味をと

とのえる。

材料

（中川 美代子）

作り方

支部日誌

９月28日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会

10月２日(火)三重県高齢者大会 しらさぎ苑

３日(水)第６回組織部会(13:30白子コミセン）

４日(木)音読の会

５日(金)第６回執行委員会(13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰ)

山歩会「武奈ヶ岳」（大津市）
６日(土)｢きらら｣編集会議

10日(水)2018健康フェスタ(青少年センター）

12日(金)おしゃべりカフェ

15日(月)年金支給日一斉宣伝(雨で中止)

17日(水)グランドゴルフ ユウユウカイカン

18日(木)三重県年金者要求集会

19日(金)卓球を楽しもう

22日(月)布あそびの会

23日(火)史跡めぐりの会 「犬山城」

24日(水)スクエアステップ･みんなで唄う会

26日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会

27日(土)八十路の会

11月１日(木)音読の会

朗読劇｢線量計が鳴る｣津講演

３日(土)望月衣塑子さん講演会(市民会館）

７日(水)第７回組織部会(13:30白子コミセン）

８日(木)山歩会「御池岳」

９日(金)第７回執行委員会(13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰ)

10日(土)｢きらら｣編集会議・おしゃべりカフェ

11日(日)介護認知症何でも電話相談(無料）

14日(水)スクエアステップ･みんなで唄う会

15～16日(木・金)年金者いきいきまつり
21日(水)グランドゴルフ

24日(土)映画「宮古島からのＳＯＳ」

27日(火)｢きらら｣編集･発行･連絡会

史跡めぐりの会（会合）

28日(水)スクエアステップ･みんなで唄う会

30日(金)11月誕生会(社会福祉センター）

12月４日(火)史跡めぐりの会忘年会「希望荘」

10日(月)女性部「望年会」（椿会館」

催
し
物
案
内

①
11
月
３
日
（
土
）
13
時
30
分
～

鈴
鹿
市
市
民
会
館
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示
室

チ
ケ
ッ
ト

前
売
５
０
０
円

②
11
月
11
日
（
日
）
10
～
18
時

℡

０
１
２
０ｰ

１
１
０ｰ

４
５
８

県
社
保
協

無
料

お
気
軽
に

③
11
月
24
日
（
土
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時
30
分
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ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
３
階
ホ
ー
ル

無
料

九
条
の
会
す
ず
か

④
11
月
15
～
16
日
（
木
・
金
）

ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か

⑤
11
月
30
日
（
金
）
11
時
30
分
～

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

会
費
５
百
円
。

介
護
・
認
知
症
な
ん
で
も
電
話
相
談

オカラサラダ

わたしのレシピ

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

女性部サークル

山歩会 前田 純（℡ 374-4596） 11月８日(木)御池岳 11/17(土)繖山
きぬがさやま

グランドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） 11月21日(水)９:00～フラワーパーク(雨天11月22日)

卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) 月日(金)13:30～白子コミセン２Fホール

史跡めぐりの会 谷口 茂（℡090-6610-3773) 11月27日(火)ジェフリーすずか会合 12/4忘年会

トラベルの会 澤井 順子（℡ 378-6021） 休み。

音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） 11月１日(木)10:00～ジェフリーすずか

おしゃべりカフェ 中川美代子（℡ 386-6883） 11月10日(土)13;30～15;00 ジェフリーすずか。

樋口みえ子（℡ 387-4889）

スクエアステップ 宮﨑ヨシ子（℡ 378-7510) 11月14･28日(水)10～12時 社会福祉センター

みんなで唄う会 澤井 順子（℡ 378-6021） 11月14･28日(水)13～15時 社会福祉センター

布あそびの会 佐藤 晴衣（℡ 378-6433） 11、12月休み。

八十路の会 辻井 豊子 (℡ 386-0529) 10月27日（土）13:30～ジェフリーすずか食の工房

望
月
衣
塑
子（
い
そ
こ
）講
演
会

映
画
「
宮
古
島
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

年
金
者
い
き
い
き
ま
つ
り

誕
生
会（
９
～
11
月
生
ま
れ
）

イ
ラ
ス
ト

樋
口

出


